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★川東地区の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★座談会で出された意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目：地域コミュニティ「50 歳代・60 歳代の地域デビューをすすめるために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 
 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 つながり 

まずはご近所から「顔の見える関係」づくりに努めましょう。 

回覧板に加えて新しい情報伝達・広報の方法について検討しましょう。 

「いつでも・誰でも」参加できるイベントの開催について検討しましょう。 

中間期 
交 流 

連 携 

趣味のサークル・職域 OB・PTA・子ども会などと交流・連携できる機会の確保を図り、地域

活動の参加につなげましょう。 

終了期 担い手 壮年会（青年団と老人クラブの中間の組織）の創設に向けて検討しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐D・E 交流の場づくり、機会づくり 

 

住民間のつながりが希薄化し、町内会活動の停滞に危機感を持っています。 

公民館でのサークル活動やボランティア活動は盛んですが、各組織・団体間の連携に課題を抱えて

います。さらに、町内会などの地域組織のリーダーや中心メンバーの高齢化と加入率の低下により、

将来の担い手確保に不安を抱えています。 

鳴門大塚スポーツパークは、サークル活動やレクチャーが

行われ、地域のスポーツ活動促進の役割を果たしている。 

商店街のおかげで地域外へ出なくても便利な生活が送れ

るが、最近はシャッターの閉まっているお店も多くなって

きた。 

川が汚い。清掃ボランティアも行われているが追いついて

いない。地震時の液状化が心配。マンパワー不足、情報共

有が課題。                 

…など 

活動・イベント 

公民館での文化活動が盛ん 

家具転倒防止モデルハウスは TV でも紹介され、全国から見学者 

自然環境 

妙見山や岡崎海岸の景色はすばらしい、また妙見山は災害時の避難場所としても活用 

生活環境 

鳴門大塚スポーツパークがある、保育所・小中学校が近くて便利、県外へ行くのに交 

通の便が良い                           …などなど 

川
東
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画 

川東地区の地域課題 

健康活動のための環境が充実 
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大項目：環境・空き家・道路「ゴミ出し・除草等のお手伝い、ゴミの不法投棄防止のしくみづくり」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 情報把握 

ゴミ出し・除草等のお手伝いの需要の把握（高齢者世帯）に努めましょう。 

空き家・空き地マップの作成を検討しましょう。 

不法投棄の要因を再確認しましょう。 

中間期 お手伝い 
高齢者世帯のゴミ出し・除草等のお手伝いを地域で行うしくみづくりに向けて検討しましょ

う（有償・無償ボランティア）。 

終了期 
組 織 

づくり 

空き家を活用し、地域での居場所にすることを検討しましょう。 

不法投棄のパトロールや撤去の組織づくりに向けて検討しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅱ‐①‐H 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

 

清掃ボランティア活動が実施されていますが、不法投棄やゴミ出しのルールの不徹底が多くなって

きており対応に苦慮しています。 

空き家・空き地が増加傾向で、動物による環境被害や不法投棄の要因となっています。また、防災・

防犯の面においても課題となっています。 

大項目：防災・防犯「平常時から助け合えるご近所づくり」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 つながり 
避難場所の確認・周知を図りましょう。 

まずはご近所から「顔の見える関係」づくりに努めましょう。 

中間期 訓 練 
現状の避難訓練の改善（全世代が参加できるように、夜間開催、予告なしなど）を図りま 

しょう。 

終了期 情報把握 

災害弱者マップの作成について検討しましょう。 

発災時に助けて欲しい・手伝って欲しいことを住民で共有できるようなしくみづくりについ

て検討しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅱ‐①‐I 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ‐①‐M 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅲ‐②‐O ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

ご近所づきあいが希薄化してきており、発災時の「共助」について不安を抱えています。 

避難訓練等は実施しているが参加者の減少がみられており、内容・回数の見直しを迫られています。 

災害弱者（高齢者・障がいのある方・乳幼児など）や、各世帯の何をして欲しいか・何ができるか 

という情報の把握に苦慮しています。 


